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【研究活動の要約】 

「花菜」はナバナとも呼ばれ、抽苔した花蕾と茎葉を食用にするツケナ類の総称である。京都府に

おいて花菜は「京のブランド野菜」として生産振興が図られており、その作付面積は府内全体で約

30 ヘクタール、主要な産地は長岡京市、和束町、亀岡市などである。近年、その生産現場において

根こぶ病の発生事例が増加し、安定生産を脅かす問題となっている。そこで私たちは根こぶ病防除

体系の確立に向けた調査研究を進めている。具体的には、（1）花菜栽培前の土壌診断による根こぶ

病発病危険度や被害程度の予測手法の確立、（2）化学農薬に代わる防除手段の探索と検証、（3）土

壌中の病原菌密度が高く花菜栽培が困難な圃場における回復手段の探索と検証を行った。 

【研究活動の成果】 

(1) これまでにリアルタイム PCR 法により作付け前の土壌中の根こぶ病菌密度を測定することで，

各圃場の発病予測を行ってきたが，その中で菌密度が検出限界以下であるにも関わらず発病が認

められる事例が確認された。そこで、その原因を調べた結果、既存の PCR 法では検出されない

病原菌系統が存在することがわかった。次に PCR 法にて検出されない原因を明らかにするため

に、当該菌の DNA 解析を行った結果、PCR 法で標的としているゲノム内の特定の塩基配列を完

全に欠失していることがわかった。また、系統解析を行ったところ、当該菌は府内外の他の病原

菌系統とは遺伝的に離れた系統であることがわかった。 

(2) 抵抗性花菜品種と罹病性の花菜品種とを交配した孫世代から、両親品種よりも強い抵抗性を示す

個体が認められ、親品種に潜在していた抵抗性遺伝子の集積効果が示唆された。 

(3) 花菜圃場より単離・選抜した根圏細菌とヒバマタ目褐藻アカモクの粉末との相乗効果をポット試

験により検証した結果、アカモク粉末と併用することで根こぶ病に防除効果を示す有望な菌株を

選抜することに成功した。 

(4) 市販の緑肥、飼料植物の中から花菜休閑期（夏期）に栽培が可能なものを 9 種選択し、それらの

おとり効果について検証した。根こぶ病汚染土壌に上記植物を一定期間栽培した後に花菜を播種

し、その効果を調べたところ、ハダイコンを含む 3 種の栽培区において発病度の有意な低下が認

められた。また、府内花菜栽培圃場においても休眠胞子密度低減効果が確認された。 

【研究成果の還元】 

平成 29 年 4 月 26～28 日：岩手県民情報交流センター、日本植物病理学会（約 1,000 名） 

平成 29 年 7 月 12 日：京都乙訓農業構造改善センター、第 29 回長岡京花菜部会総会（38 名） 

平成 29 年 11 月 30 日：キャンパスプラザ京都、第 7 回根こぶ病研究会（約 80 名） 

平成 30 年 1 月 16 日：京都乙訓農業構造改善センター、第 29 回長岡京花菜部会目合せ会（30 名） 

平成 30 年 3 月 25～27 日：神戸国際会議場、日本植物病理学会（約 1,000 名） 
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【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 植物病理学研究室 講師 辻 元人 

                  Tel: 075-703-5664   E-mail: gnosjiutte@kpu.ac.jp 
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